
　

10
月
１
日
㈯
は
、
全
国
一
斉
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
調
査
で
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
統
計
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
、
社
会
福
祉
、
経
済
政
策
、

住
宅
対
策
、
環
境
、
教
育
な
ど
、
幅

広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
23
日
㈮
か
ら
調
査
員
が
各
世

帯
に
伺
い
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
項
目
は
、
世
帯
員
全
員
の
氏
名
、

出
生
年
月
、
就
業
状
況
な
ど
17
項
目
。

記
入
さ
れ
た
内
容
を
、統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、
後
日
、

調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　10月1日現在の島根県の人口（１の位まで）が何人に
なるかを当てるクイズです。正解者には抽選で、賞品
を差しあげます。

●対　　象／県内在住の人
●応募期限／9月30日（金）
●当選者の発表／12月上旬
●申し込み・おたずね／
はがきに予想人口、住所、氏名を記入して県政策企画
局統計調査課内国勢調査実施本部まで
〒693－8501 松江市殿町１　TEL 0852－22－5071
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年 昭和60年
（1985）

平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

人 口 145,937人 146,201人 146,214人 146,960人

世帯数 39,112世帯 40,273世帯 42,240世帯 45,527世帯

1世帯
当たり
の人数

3.73人 3.63人 3.46人 3.23人

出雲市（旧2市4町）の国勢調査人口などの動き

【参考】
平成12年国勢調査
島根県人口
761,503人

10月1日（土）は 
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の ぼ  

 
 
 
 
　新「出雲市」発足記念『第20回スイムランin多伎』が、
8月7日、多伎町口田儀・奥田儀地内で開催されました。 
　スイムランは文字通り泳ぎ（スイム）と走り（ラン）を
競い合う過酷なスポーツです。 
　20回という節目の大会には、招待選手の小原工選手、白戸
太朗選手をはじめ、全国各地から311人の鉄人が参加しました。 
　じりじりと太陽が照りつける中、全身から汗を流してゴ
ールを目指す選手たち。たくさんのボランティアや観客か
らの声援に励まされ、299人が完泳完走を果たしました。 

　8月7日、第49回県消防操法大会が瑞穂中
学校（邑南町淀原）で開催されました。 
　大会では、火災現場において基本となる
放水作業などの消防技術を競います。 
　出雲市からは、小型ポンプの部に出雲消
防団高松分団、平田消防団灘分分団、多伎
消防団第1分団、大社消防団遙堪分団が出場。
選手たちは、息の合った、すばやい動きで
ホースを中継し、標的をめがけて放水しま
した。 
　成績は左記のとおりです。なお、優勝し
た出雲消防団高松分団は、来年の全国大会
出場権を獲得しました。 

優 勝　出雲消防団高松分団 

15位　大社消防団遙堪分団 

16位　平田消防団灘分分団 

19位　多伎消防団第1分団 

23
団
が
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
気
迫
あ
ふ
れ
る
操
法
を
展
開
す
る

消
防
団
員 

小型ポンプ 
の部 
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●国勢調査についてのおたずねは  総務課統計係（TEL 21－6706）




